
P1１.小机駅北口地区の検討経緯について

小机城址市民の森

土地利用の混在化が進行した事例（県内）

⼩机駅北⼝地区（以下、「本地区」）は、農地の宅地化が進み⼟地利⽤の混在が⽣じており、このまま何も⼿を打たな
いと更に⾍⾷い的に宅地化が進⾏し、農地の荒廃や景観の悪化等が⽣じてしまうことが懸念されます。

①小机駅北口地区の現状と課題

（民有地）
116名（共有者は1名でカウント）
18.62ha（民有地）
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２.立地特性

交通アクセス：駅前かつ広域交通拠点に近接 周辺施設：後背地に人の集まる施設等が立地

地域固有の資源

• JR横浜線「⼩机駅」隣接
• 東海道新幹線／JR横浜線／横浜市営地下鉄／
相鉄・東急新横浜線「新横浜駅」から１駅

• 都市計画道路新横浜元⽯川線に隣接
• 第三京浜道路／横浜環状線 港北JCT⾄近

• 横浜国際総合競技場（⽇産スタジアム）・新横浜公園
• ⼤規模商業施設（IKEA港北、ららぽーと横浜、コーナン等）
• ⼩机城址まつり

• 横浜国際総合競技場を本拠地とする「横浜・F・マリノス」および定期的に当地区を訪れるサポーターが存在
• ⼩机城址市⺠の森

２.小机駅北口地区の将来像について（まちづくりコンセプト案）
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② 行政計画における本地区の位置付け

３．行政計画における本地区の位置付け

広域交通ターミナルとしての利便性を⽣かし、広域的な業務・商業機能の集積のほか、医療・福祉機能や横浜
国際総合競技場などの施設⽴地を⽣かした交流機能など、多様な機能を集積、居住機能を強化し、⾼密度を基
本としたまちづくりを推進

（２）横浜国際港都建設計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

新横浜公園や、⼩机城址市⺠の森などの歴史や豊かな⾃然環境を⽣かした交流機能を充実すると共に、駅前広
場の整備など、駅前にふさわしい⼟地利⽤を検討し、広域交通ターミナルとしての利便性を⽣かして業務・商
業等多様で広域的な機能集積を図る

（３）横浜市都市計画マスタープラン（平成25年３月）

（４）横浜市都市計画マスタープラン 港北区プラン（平成27年3月）
広域交通ネットワークの拠点としての特性を⽣かして業務、商業、交流、観光機能、都市型住宅等、都⼼とし
て多様な機能を集積し、農地保全等と調和のとれた⼟地利⽤を⽬指す。⾯的整備⼿法の導⼊等により駅前整備
にあわせて、横浜国際総合競技場の最寄り駅として、また、地域の⽣活拠点としての機能強化する

公園や市⺠の森と駅との回遊性確保を進めると共に、横浜線北側の農業エリアの⼟地利⽤検討、幹線道路整備
等を総合的に推進し、便利で安全・安⼼な活⼒ある街を⽬指す

（５）新横浜都心整備基本構想（平成11年6月）

新たな産業や最先端技術の拠点形成を推進することで、さらなる企業・業務機能の集積、職住近接を実現し、
都市空間の質の向上、多世代の⽣活を⽀える基盤整備を⾏う

（６）都市計画マスタープラン改定等検討小委員会（第２回）

経済活性化や脱炭素化を⾒据えた持続的な成⻑に向けて、神奈川東部⽅⾯線の整備による交通利便性の向上を
最⼤限⽣かして⼈や企業を呼び込み、都⼼機能と周辺の⾃然環境や居住機能、集客施設等の相乗効果を発揮す
るまちづくりを進める

（１）横浜市中期計画 2022-2025 ＊小机駅北口地区は新横浜都心の一部として位置付けられています。

２.小机駅北口地区の将来像について（まちづくりコンセプト案）
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② 行政計画における本地区の位置付け

３．行政計画における本地区の位置付け

横浜市の⽔緑率35%をさらに向上させることを⽬標とする。本地区周辺では、⼩机城址市⺠の森や新横浜公園
を⽔と緑の拠点として、優先的に保全・活⽤していく。本地区を含む鶴⾒川中流域では市街地の緑化を推進す
る。地区を縦断する都市計画道路については街路樹を整備し、緑の拠点をつなぐ軸とする。

（７）横浜市水と緑の基本計画（平成２８年６月）

２.小机駅北口地区の将来像について（まちづくりコンセプト案）

本地区は緑の１０⼤拠点の１つ「都⽥・鴨井東本郷・菅⽥⽻沢周辺」に位置しており、本地区周辺では、⼩机
城址市⺠の森や新横浜公園を緑の拠点として、優先的に保全・活⽤していく⽅針である。また、新横浜公園周
辺は横浜市都市計画マスタープラン港北区プランによって⽔と緑の拠点として位置付けられており、周辺の緑
や⽔辺などの資源を活かした⼀体的な保全・活⽤が求められている。

凡例

緑の１０⼤拠点
（横浜市⽔と緑の基本計画より）
⽔と緑の拠点
（横浜市都市計画マスタープラン区プランより）

⼩机駅北⼝地区
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② 行政計画における本地区の位置付け

３．行政計画における本地区の位置付け

⾼齢者、障害者等の円滑な移動を確保することにより、すべての⼈にとって利⽤しやすい公共交通機関、道
路、建築物等の整備を実現を⽬指す。各施設設置管理者は、移動等円滑化基準の考え⽅を⼗分認識の上、でき
るところから既存施設のバリアフリー化に努める。

（８）横浜市港北区バリアフリー基本構想（令和５年１１月）

２.小机駅北口地区の将来像について（まちづくりコンセプト案）

凡例

重点整備区域
地区界
⽣活関連経路（地上）
⽴体横断施設

道路特定事業
＜経路㉘＞
・舗装の改修（対応済み）
＜経路㉚＞
・舗装の改修
・視覚障害者誘導⽤
ブロックの設置検討

㉒ ⼩机第⼀歩道橋
㉘ ⼩机第61号線
㉙ ⼩机第27号線
㉚ 県道横浜⽣⽥

経路番号 経路名
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⑤ 開発の方向性 （4）本地区における開発コンセプト（たたき台/今後の検討事項）

スポーツと健康が楽しめる新横浜エリアの新たな⽞関⼝「⼩机」
①新横浜エリアの回遊性が活性化し、交流が⽣まれ、まちが賑わう

②地域の⽣活利便性や災害安全性が向上し、安⼼して暮らせる

③地域の⽣物多様性を維持し、⾃然との共⽣を感じられるライフスタイルを実現する

本地区のまちづくりを行うことにより、地域固有の資源を繋ぎ、回遊性を高めるとともに、誰もが健康・福祉・ス
ポーツを通して日常的に交流できる仕掛けをつくり、地域内外が賑わう空間を形成します。

地区内及び周辺に暮らす方の日常的な買い物へのニーズを満たし、生活サービス水準を向上します。また、地域の災
害を低減するまちづくりを進めるとともに、発災時に住民と誘致企業とが協力し合える地域づくりを目指します。

地区に隣接する小机城址や新横浜公園、鶴見川などの水や緑との連続性がある潤い豊かな街を目指し、民地や建物、
公共空間を積極的に緑化することで、横浜市の脱炭素化に寄与するまちづくりを推進します。

２.小机駅北口地区の将来像について（まちづくりコンセプト案）
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※下記はあくまでもたたき台です。今後皆様と協議の上検討します。
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